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第
二
章
（
上
）

鳥
井
　
正
　
晴

　
同
‥
…
口
　
　
大
正
五
年
（
一
九
一
六
年
）
五
月
二
十
七
日
・
「
東
京
朝
日
新
聞
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
五
年

二
九
一
六
年
）
五
月
二
十
六
日
・
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
。

①
【
鎖
を
切
つ
て
逃
げ
る
事
が
出
来
な
い
時
に
犬
の
出
す
や
う
な
自
分
の
吟
い
声
が
判
然
聴
え
た
。
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　第
百
七
十
二
章
に
、
〈
御
者
は
先
刻
か
ら
時
間
の
遅
く
な
る
の
を
恐
れ
る
如
く
、
止
せ
ば
可
い
と
思
ふ
の
に
、
濫
り
な
る
鞭
を
鳴
ら
し
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

て
、
し
き
り
に
痩
馬
の
尻
を
打
つ
た
。
失
は
れ
た
女
の
影
を
追
ふ
彼
の
心
、
其
心
を
無
遠
慮
に
翻
訳
す
れ
ば
、
取
り
も
直
さ
ず
、
此
痩
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
ロ
　
　
　
む
　
　
　
む

では
な
い
か
。
で
は
、
彼
の
眼
前
に
鼻
か
ら
息
を
吹
い
て
ゐ
る
憐
れ
な
動
物
が
、
彼
自
身
で
、
そ
れ
に
手
荒
な
鞭
を
加
へ
る
も
の
は
誰
な

の
だ
ら
う
。
V
と
、
あ
る
。

②
【
突
然
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　④
、
①
、
第
百
三
十
九
章
に
、
〈
「
突
然
関
さ
ん
へ
行
つ
ち
ま
つ
た
の
ね
」
　
　
「
え
〉
、
突
然
。
本
当
を
云
ふ
と
、
突
然
な
ん
て
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

は
疾
の
昔
に
通
り
越
し
て
ゐ
ま
し
た
ね
。
あ
つ
と
云
つ
て
後
を
向
い
た
ら
、
も
う
結
婚
し
て
ゐ
た
ん
で
す
」
〉
と
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　②
、
第
百
八
十
三
章
に
、
∧
突
如
と
し
て
彼
女
が
関
と
結
婚
し
た
の
は
、
身
を
翻
が
へ
す
燕
の
や
う
に
早
か
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
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そ
れ
は
そ
れ
、
是
は
是
で
あ
つ
た
。
V
と
、
あ
る
。

　清
子
の
離
叛
は
、
津
田
に
と
っ
て
、
全
き
「
突
然
」
な
行
為
で
あ
っ
た
。

　⇔
、
①
、
第
百
七
十
二
章
に
、
〈
一
方
に
は
空
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
高
い
樹
が
聾
え
て
ゐ
た
。
星
月
夜
の
光
に
映
る
物
凄
い
影
か
ら
判
断
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

る
と
古
松
ら
し
い
其
木
と
、
突
然
一
方
に
聞
こ
え
出
し
た
奔
淵
の
音
と
が
、
久
し
く
都
会
の
中
を
出
な
か
つ
た
津
田
の
心
に
不
時
の
一
転

化を
与
へ
た
。
彼
は
忘
れ
た
記
憶
を
思
ひ
出
し
た
時
の
や
う
な
気
分
に
な
つ
た
。
　
　
　
「
あ
x
世
の
中
に
は
、
斯
ん
な
も
の
が
存
在
し
て

ゐ
た
の
だ
つ
け
、
何
う
し
て
今
迄
そ
れ
を
忘
れ
て
ゐ
た
の
だ
ら
う
」
　
　
不
幸
に
し
て
此
述
懐
は
孤
立
の
儘
消
滅
す
る
事
を
許
さ
れ
な
か

つた
。
津
田
の
頭
に
は
す
ぐ
是
か
ら
会
ひ
に
行
く
清
子
の
姿
が
描
き
出
さ
れ
た
。
〉
と
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　②、
第
百
七
十
五
章
に
、
〈
彼
は
す
ぐ
水
か
ら
視
線
を
外
し
た
。
す
る
と
同
じ
視
線
が
突
然
人
の
姿
に
行
き
当
つ
た
の
で
、
彼
は
は
つ
　
　
　
一

と
し
て
、
眼
を
据
ゑ
た
。
然
し
そ
れ
は
洗
面
所
の
横
に
懸
け
ら
れ
た
大
き
な
鏡
に
映
る
自
分
の
影
像
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
　
（
中
　
略
）
是
　
　
　
3
6

が自
分
だ
と
認
定
す
る
前
に
、
是
は
自
分
の
幽
霊
だ
と
い
ふ
気
が
先
づ
彼
の
心
を
襲
つ
た
。
∨
と
、
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　③
、
第
百
七
十
六
章
に
、
〈
ひ
つ
そ
り
し
た
中
に
、
突
然
此
音
を
聞
い
た
津
田
は
、
始
め
て
階
上
に
も
客
の
ゐ
る
事
を
悟
つ
た
。
　
（
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

略
）
　
其
時
彼
の
心
を
卒
然
と
し
て
襲
つ
て
来
た
も
の
が
あ
つ
た
。
　
　
「
是
は
女
だ
。
然
し
下
女
で
は
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
…
…
」

　
　
不
意
に

斯う
感
付
い
た
彼
の
前
に
、
若
し
や
と
思
つ
た
其
本
人
が
容
赦
な
く
現
は
れ
た
時
、
今
し
が
た
受
け
た
よ
り
何
十
倍
か
強
烈

な
驚
ろ
き
に
囚
は
れ
た
津
田
の
足
は
忽
ち
立
ち
疎
ん
だ
。
〉
と
、
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　④
、
第
百
七
十
七
章
に
、
〈
彼
に
は
不
意
の
裡
に
予
期
が
あ
り
、
彼
女
に
は
突
然
の
中
に
た
ぶ
突
然
が
あ
る
丈
で
あ
つ
た
か
ら
と
も
云

へた
。
V
と
、
あ
る
。

　
小
説
の

後半
部
、
津
田
は
、
清
子
に
会
う
た
め
旅
に
出
る
。

　旅
に
出
る
第
百
六
十
七
章
を
境
と
し
て
、
第
一
部
（
一
章
～
百
六
十
七
章
）
と
、
第
二
部
（
百
六
十
七
章
～
百
八
十
八
章
）
に
分
け
る



と
す
る
と
、
小
説
の
第
二
部
に
お
い
て
、
「
突
然
」
と
い
う
語
は
、
再
び
重
い
指
標
を
担
っ
て
頻
出
す
る
。

　

「突然
」
に
つ
い
て
、
後
藤
明
生
、
清
水
孝
純
、
高
木
文
雄
に
、
問
題
提
起
が
あ
る
。
以
下
、
三
氏
の
見
解
を
、
並
列
す
る
。

　⇔
、
後
藤
明
生
の
、
〈
「
都
市
小
説
」
　
　
あ
る
い
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
〉
（
『
文
学
が
変
る
と
き
』
所
収
、
筑
摩
書
房
、

昭
和
六十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
五
月
）
に
、
次
の
見
解
が
あ
る
。

　
〈
横
光利
一
は
「
純
粋
小
説
論
」
二
九
三
五
年
）
の
中
で
、
『
罪
と
罰
』
に
お
け
る
「
偶
然
」
の
多
発
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
『
罪
と
罰
』

に限
ら
ず
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説
に
は
「
偶
然
」
と
「
突
然
」
が
氾
濫
し
て
い
る
。
実
際
、
『
罪
と
罰
』
に
は
「
突
然
」
が
「
五
百

六十
回
」
出
て
来
る
と
勘
定
し
た
研
究
家
さ
え
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
横
光
の
指
摘
は
正
し
い
。
た
だ
、
そ
の
「
偶
然
性
」
を
横
光
は
、

「感
傷
性
」
と
と
も
に
「
通
俗
小
説
の
二
大
要
素
」
と
書
い
て
い
る
が
、
わ
た
し
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
「
偶
然
」
と
「
突
然
」
　
　
　
一

は
、
通
俗
小
説
で
は
な
く
て
、
「
都
市
小
説
」
の
要
素
だ
と
考
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

　
『罪
と
罰
』
は
一
八
六
六
年
（
明
治
元
年
の
二
年
前
　
　
鳥
井
注
）
に
完
成
し
た
。
ロ
シ
ア
の
農
奴
解
放
は
一
八
六
一
年
で
、
解
放
さ
　
　
　
　
一

れた
農
奴
た
ち
は
下
級
労
働
者
と
な
っ
て
、
ど
っ
と
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
流
れ
込
ん
だ
。
『
罪
と
罰
』
の
舞
台
で
あ
る
セ
ン
ナ
ヤ
広
場
界
隈
は
、

そ
れ
ら
の
流
れ
者
、
ヨ
ソ
者
の
吹
き
だ
ま
り
で
、
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
が
殺
害
し
た
金
貸
し
老
婆
の
ア
パ
ー
ト
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

下
級
職人
、
料
理
女
、
売
春
婦
、
ド
イ
ツ
人
、
下
級
官
吏
な
ど
が
住
ん
で
い
る
。

　
『罪
と
罰
』
は
さ
な
が
ら
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
お
け
る
そ
れ
ら
”
根
な
し
草
族
”
の
カ
タ
ロ
グ
と
も
い
え
る
が
、
彼
ら
は
お
互
い
に
”
過

去
”
を
知
ら
な
い
”
他
者
”
同
士
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
じ
ゅ
う
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
漂
着
し
た
「
偶
然
」
の
隣
人
に
過
ぎ
な
い
。
都
市
と

は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
「
偶
然
の
隣
人
」
に
よ
る
共
同
体
で
あ
っ
て
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
作
品
に
お
け
る
「
偶
然
」
や
「
突
然
」

が
、
都
市
小
説
の
要
素
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
（
勺
．
ぱ
）
〉
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　画
、
清
水
孝
純
の
、
〈
『
明
暗
』
キ
ー
・
ワ
ー
ド
考
　
　
〈
突
然
V
を
め
ぐ
っ
て
　
　
〉
（
『
漱
石
そ
の
反
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
的
世
界
』
所
収
、

翰
林
書
房
、
平
成
五
年
（
↓
九
九
三
年
）
一
〇
月
）
に
、
次
の
見
解
が
あ
る
。

　
∧
いう
ま
で
も
な
く
、
〈
突
然
〉
と
い
う
言
葉
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
普
通
に
使
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
限
り
に
お

い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
予
想
を
超
え
て
出
現
し
た
事
態
に
向
っ
て
発
せ
ら
れ
る
驚
き
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
平
凡
な
言
葉
が
、

特別
な
意
味
を
負
荷
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
禅
宗
に
お
い
て
、
悟
り
は
常
に
〈
突
然
〉
や
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

〈突
然
V
は
深
く
神
秘
的
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
。
そ
れ
は
登
り
つ
め
た
論
理
の
絶
顛
か
ら
、
不
可
視
の
絶
対
へ
の
一
刹
那
の
挑
躍
で
あ

り
、
し
か
も
、
き
わ
め
て
体
験
的
な
も
の
と
い
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
体
験
は
、
言
語
道
断
と
い
う
点
で
、
他
人
の
体
験
と
通
約
不

可
能
であ
り
、
従
っ
て
覚
者
の
生
と
深
く
か
か
わ
る
。
〈
突
然
〉
と
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
覚
者
に
と
っ
て
の
、
一
回
的
な
絶
対
性
を

秘め
た
表
現
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一

　

『罪
と
罰
』
に
お
い
て
も
〈
突
然
〉
と
い
う
表
現
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
3
8

こ
の
場
合
に
も
、
〈
突
然
〉
は
、
主
人
公
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
存
在
と
深
く
結
び
つ
い
た
特
殊
な
意
味
を
も
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
　
　
　
　
一

ば
、
主
人
公
の
内
部
で
の
他
者
の
出
現
、
他
者
1
す
な
わ
ち
分
身
的
他
者
の
出
現
の
あ
り
よ
う
と
か
か
わ
る
。
そ
れ
は
、
つ
ね
に
、
〈
突

然
〉
あ
ら
わ
れ
て
き
て
、
主
人
公
を
予
想
外
の
行
為
へ
と
衝
き
動
か
す
。
（
勺
右
N
。
。
《
）
　
　
（
中
　
略
）

　

「突
発
し
た
」
と
い
う
言
葉
と
、
「
ど
つ
と
後
か
ら
」
以
下
の
表
現
の
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
ら
わ
す
〈
突
然
性
〉
を
ひ
と
し
な
み
に
扱
う
こ
と

は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
「
突
発
し
た
」
は
、
肉
体
上
の
出
来
事
と
は
い
え
一
応
津
田
の
心
の
外
部
の
出
来
事
の
様
態
で
あ
り
、
後
者
の
表
現

は
、
津
田
の
心
の
内
部
の
一
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
認
識
の
〈
突
然
性
〉
の
表
現
で
あ
る
。
肉
体
上
の
突
発
事
件
か
ら
、
「
此
肉
体
は
い
つ

何
時ど
ん
な
変
に
会
は
な
い
と
も
限
ら
な
い
」
と
い
っ
た
感
慨
が
ひ
き
出
さ
れ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
「
精
神
界
も
同

じ
事
だ
」
と
い
う
類
推
に
展
開
す
る
の
に
、
な
ぜ
、
「
ど
つ
と
後
か
ら
突
き
落
す
や
う
な
勢
で
」
と
い
う
よ
う
な
、
〈
突
然
性
〉
の
表
現
が

必要
だ
っ
た
の
か
、
恐
ら
く
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
禅
の
悟
得
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
深
く
体
験
的
な
ひ
と
つ
の
啓
示
だ
か
ら
で
あ
ろ



う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
其
変
る
所
を
己
は
見
た
の
だ
」
と
い
う
言
葉
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
だ
。
（
勺
』
。
。
q
⊃
）
　
　
（
中
　
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　

〈突
然
〉
が
人
間
を
瞬
間
的
に
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
し
入
れ
、
何
ら
か
の
形
で
人
間
を
歪
め
変
容
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
人
間
に
こ
わ

ヘ

　
　　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ば
り
が
あ
る
場
合
だ
ろ
う
。
こ
わ
ば
り
は
こ
だ
わ
り
と
い
い
か
え
て
も
い
い
し
、
自
己
防
御
の
念
、
利
己
心
、
虚
栄
心
、
い
ろ
い
ろ
い
い

換え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
う
し
た
既
成
の
観
念
の
世
界
に
囚
わ
れ
て
い
る
人
間
は
、
事
態
の
突
然
の
出
現
に
よ
っ
て
、
瞬
間
的
な
パ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に陥
入
る
。
既
成
の
観
念
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
彼
を
し
て
事
態
に
素
直
に
順
応
さ
せ
ず
、
そ
こ
に
お
い
て
自
我
は
ゆ
が
み
、
あ
る
場
合
に

は
分
裂
す
る
。
理
知
は
、
新
し
い
事
態
を
、
己
れ
の
裡
に
素
直
に
と
り
こ
む
こ
と
が
出
来
ず
、
結
局
〈
突
然
〉
出
現
し
た
も
の
は
、
自
我

の

亀
裂
に

落ち
こ
み
、
謎
と
し
て
止
ま
り
、
彼
の
心
を
長
く
圧
す
る
葱
依
と
な
る
だ
ろ
う
。
運
命
の
突
然
の
襲
来
、
身
近
な
も
の
の
死
の

予想
外
の
出
来
、
そ
れ
ら
が
人
間
の
魂
に
い
か
に
葱
依
と
し
て
の
深
い
印
刻
を
残
す
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
の
『
こ
〉
ろ
』
論
で
考
察

し
た
所
で
あ
っ
た
。
（
勺
゜
ω
N
Φ
）
〉
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3
9

　国、
高
木
文
雄
の
、
〈
『
明
暗
』
の
語
り
手
〉
（
『
漱
石
文
学
の
支
柱
』
所
収
、
審
美
社
、
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
十
二
月
）
に
、
　
　
　
一

次
の

見解
が
あ
る
。

　〈
『
明
暗
』
の
中
に
は
「
わ
ざ
と
」
が
全
部
で
八
十
八
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
此
中
に
は
会
話
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
三
回
含
ま
れ

て

い
る
。
地
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
八
十
五
回
。
似
た
「
わ
ざ
わ
ざ
」
が
四
十
七
回
の
中
会
話
二
十
回
で
あ
る
。
「
殊
更
」
と
「
故

意
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
三
回
と
一
回
と
い
う
頻
度
の
低
さ
で
あ
る
。
「
わ
ざ
と
」
が
語
り
手
の
主
観
的
判
断
に
主
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
と
同

時
に
、
『
明
暗
』
の
文
体
を
特
徴
づ
け
る
用
語
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
こ
の
「
わ
ざ
と
」
の
反
対
語
と
考
え
ら
れ
る
「
突
然
」
も
八
十
七
回
用
い
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
「
わ
ざ
と
」
の
反
対
語
を
「
突
然
」
だ

け
に
限
定
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
が
、
我
意
に
対
す
る
天
意
を
想
定
し
て
そ
れ
を
人
間
の
目
か
ら
見
る
と
「
突
然
」
と
い
う
事
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
見
方
で
捜
す
と
名
詞
と
し
て
の
「
自
然
」
と
い
う
語
や
、
「
天
」
と
か
「
因
縁
」
と
か
い
う
語
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

明

暗
評釈
　
三



明

暗
評釈
　
三

超
越的
で
不
可
知
な
意
志
を
語
り
手
が
認
め
て
い
る
ら
し
い
事
が
分
る
。
　
　
こ
の
超
越
的
で
不
可
知
な
意
志
の
主
体
は
、
普
段
は
人
間

を
そ
の
意
志
の
赴
く
儘
に
行
為
さ
せ
て
い
る
が
、
時
に
及
ぶ
と
ダ
イ
モ
ニ
オ
ン
の
よ
う
に
人
間
に
干
渉
し
て
く
る
。
1
天
と
人
と
の
関

係
は
そ
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
事
実
」
と
い
う
語
が
九
十
五
回
を
数
え
る
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る

の

であ
ろ
う
。
（
勺
゜
O
O
N
）
〉

附
記　
一
、
『
明
暗
』
本
文
中
、
・
印
は
鳥
井
。

　
　
　
一
、
『
明
暗
』
本
文
の
引
用
は
、
岩
警
店
刊
『
「
漱
石
全
集
」
第
七
巻
・
明
暗
』
（
嬬
㎜
せ
無
朋
二
＋
縮
竺
禦
桁
）

　
　
　
　に
拠
っ
た
。
但
し
、
旧
字
は
、
新
字
に
改
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　　
一
、
『
明
暗
』
・
第
一
章
の
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
で
の
初
出
は
、
大
正
五
年
五
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0

　
　
　
　
先
に
発
表
し
た
、
①
、
『
明
暗
評
釈
・
＝
（
『
研
究
論
集
』
第
三
十
八
巻
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
、
平
成
三
年
三
月
）
、
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　②
、
『
明
暗
評
釈
　
二
』
（
『
相
愛
国
文
』
第
六
号
、
相
愛
女
子
短
期
大
学
国
文
学
研
究
室
、
平
成
五
年
三
月
）
、
と
も
に
『
明

　
　
　
　暗
』
・
第
一
章
の
、
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
で
の
初
出
を
、
大
正
五
年
五
月
二
十
六
日
と
誤
謬
を
犯
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
お

　
　
　
　き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
（
平
成
5
年
1
2
月
2
4
日
）


